地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホームもえぎ野
施設種類：グループホーム

日　　時：Ｒ２年１０月３０日（金）　１３時３０分～１４時３０分
会　　場：デイサービス　もえぎ
	利用者代表
	０人
	船越・瀬野川　地域包括支援センター職員
	１人

	利用者家族
	１人
	広島市職員
	０人

	地域住民の代表
	２人
	他グループホーム職員
	１人

	その他（管理者、職員　　）
	３人


出席者
（人数）
（議題）
　　　　　
（1） グループホーム入居者の状況及びサービスの状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（令和２年１０月３０日現在）

（２）　私たちの毎日より
（３）　身体拘束廃止委員会より

（４）　１１月・１２月の予定について
（５）　その他（サービスへの要望、助言等）
（会議の内容…評価、要望、意見、助言等）

※運営推進会議の内容より
◎地域の方より
コロナ禍の中で、家族が参加出来ない中での敬老会での取り組み、職員さんもそうですが、ご家族様も盛り上げようとされているのが良く分かりました。特にご家族さまからのビデオレターのアイデアはとてもいいアイデアですね。　

◎ホーム長より
ビデオレターに関しては、ご家族様に撮って頂いてメールで送って頂き、難しい方は私が訪問して撮影させて頂きました。編集等大変でしたが入居者様・ご家族様共に喜んで頂いて良かったです。
◎知見を有する方より

本当にビデオレターいいアイデアだと思います。
◎地域包括の方より

コロナ禍における敬老会での取り組み、ビデオレターのアイデアは暖かいなと感じました。またご家族様も嬉しいと思われたのではないでしょうか。ビデオレターや敬老会の写真等見て改めて職員・入居者・家族の関係性が良いと感じました。
◎知見を有する方より

先ほどの虐待防止研修報告ですが、この研修では施設における虐待のデータなのですが、残念ながら施設職員が虐待をしてしまうケースがあります。施設としてこの辺りの教育・研修が重要になってきます。私の法人では虐待があれば、迅速に関係機関に通知し法人の中では納まらない案件という事を全職員に周知徹底していますが、もえぎさんは如何ですか？

◎ホーム長より

私たちでも、年２回の施設内で虐待防止研修を行うとともに発生すれば、速やかに関係機関に通知する旨、職員に徹底していますし、介護しているとストレスがたまります。そのストレスを溜めないように日ごろからコミュニケーションがとれる職場を目指しています。

そうすることで、広島の施設での虐待を１件１件ずつでも無くしていく。施設の中の虐待が０件になる事が我々の使命だと思います。
